
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２／５ 

「水質」の視点から環境について考えました 

本日、５年生は、「森のなりわい研究所」 より、岐阜県環境

教育推進委員の伊藤先生をお招きして、川の水質を中心とした

環境について、お話をしていただきました。 

お話の初めに、新田・松伏・田中橋で採取した川の水の水質

検査を行い、それらの川の水質はよい状態だということもわかり

ました。 

川が汚れていても、きれいすぎても、生き物は育ちません。そ

の中間を保ち続けることが自然を守ることなのだと学びました。 

大切なのは、環境について常に考える姿勢であるとも教えてい

ただきました。 

今まで常識だと考えてきたことが、少し変わるようなお話に興

味深く聞き入り、子どもたちはたくさんメモをとっていました。学

びの成果は、１６日の参観日に発表予定です。 

旭小では、12月の中旬から今週いっぱい、冬場の体力づく

りとして学年や学級で大繩に取り組んできました。 

今週は多くの学年で 「縄跳び大会」 が行われ、グラウンドが

歓声であふれていました。 

大繩の取組は、跳び手、回し手、互いの息が合うことが大切

です。また、得意な子は苦手な子にアドバイスをしたり励ましたり

すること、苦手な子は跳び方のコツがつかめるようあきらめず練

習することが大切です。 

中央廊下に貼られた各クラスの大繩記録表が、毎日更新さ


